
 

 

プレス発表会のお知らせ   2026年5月7日 

のお知ら

せ   

 

 

                                 

関係者各位 

日本老年学的評価研究（JAGES：Japan Gerontological Evaluation Study)の 

研究成果についてのプレス発表を下記の通り開催いたしますので、お知らせいたします。 

（JAGESの概要につきましてはホームページ https://www.jages.net/about_jages/ をご覧下さい） 

なおJAGESのプレス発表会は「ZOOM」を用いてのオンライン開催となります。 

当日の参加方法・URL等に関しましては、ホームページからの参加申込み完了後に詳細をご案内

いたしますので、何卒ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

記 

1．開催日時   2026年5月12日(火)  12:00～13:00（予定） 

2．場 所    「ZOOM」を用いてのオンライン開催 

3．内容  

① 509-26-6（松山祐輔） 

継続的な社会参加が認知症を予防する ～9年間の認知症発症割合に 3.2%の差～ 

② 510-26-7（松山祐輔） 

要介護や死亡リスクの格差の 12%は歯の喪失によるもの 

 ～歯の喪失にみられる顕著な健康格差が関係～ 

③ 511-26-8（松山祐輔） 

歯の喪失で死亡リスクが上昇しやすい人の特徴を解明 

 ～男性、心疾患を有する、抑うつ症状のある人では 5.4パーセント・ポイントの死亡リス

ク上昇～ 

④ 512-26-9（木内桜） 

喫煙・飲酒に加え、「歯が少ない」ことが、口腔咽頭がん死亡リスクを増大 

～喫煙と飲酒経験があり、歯が少ない人では、口腔咽頭がん死亡のリスクが 4.77倍～ 

⑤ 513-26-10（Hazem Abbas） 

わずかな口の衰えにより社会的つながりを失う？ 

 ～オーラルフレイルの人は社会的フレイルの割合が 1.35倍～ 

⑥ 514-26-11（加藤大祐） 

国が自治体の介護予防を点数化し交付金を上乗せ、要介護認定と死亡が少ない可能性 

 ～日本全国の高齢者 9万人を 3年間追跡し検証～ 

4．発表者 代表 斉藤 雅茂  日本福祉大学 社会福祉学部            教授 

日本福祉大学 健康社会研究センター        センター長 

        松山 祐輔  東京科学大学 歯科公衆衛生学分野          准教授 

        木内 桜   東京科学大学 歯科公衆衛生学分野         助教 

        Hazem Abbas  東北大学 歯学研究科 国際歯科保健学分野      助教 

        加藤 大祐  東京慈恵会医科大学 臨床疫学研究部         訪問研究員 

5．参加申し込み方法 

ＪＡＧＥＳホームページ（下記URL）の登録フォームからお申し込みをお願いいたします。 

【プレス発表会登録フォーム】https://www.jages.net/about_jages/press/participation/ 

その他、お問合せ等はこちらで承ります ＜JAGESプレス係＞ press.ml@jages.net 

（発表順）

らせ   
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